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　銅、アルミ、ニッケル、錫などの非鉄
金属素材の販売と加工を主な事業として
いる株式会社マテリアルハウス。その活
躍の舞台はさまざまな分野にわたってい
る。釣り具ではリールの金属として広く
使われ、鉄道関係においては新幹線や特
急列車のボディ、さらには駅のホームド
アの素材として社会を支えている。そう
したマテリアルの技術を応用して近年立
ち上げた事業が、自然採光事業だった。
ドイツから輸入している特殊なアルミニ
ウム素材を光のキーデバイスとし、「光ダ
クト」に応用。トップライトなどの採光
部から取り込んだ自然光を、アルミの高
反射材で効率よく室内へ導き、壁面や天
井面から放光して空間を照らす。つまり、
地下などの暗い場所にも自然光の明るさ
をもたらすことができるのだ。
　ところが、ロシアによるウクライナ侵
攻に端を発した建築コストの高騰が事業
を直撃し、着工後の採用中止が相次いだ。

そこで、現状体制のままでは事業継続が
困難と判断し、2023年末に建設業の部分
の組織を解散。装置の製造・開発のみを
継続することとした。

　そして自然採光事業そのものは、同社
の事業部長だった遠藤さんが2024年5月
に新たに設立した採光コンサルタント企
業、株式会社AYLE（エール）へ移管する
ことになった。遠藤社長は新井社長の娘
でもあり、自然採光が人にもたらす可能
性を広げるために、引き続き情熱を注ぎ
たいということでの新体制となった。
　同社が知財センターのニッチトップ育
成支援を受けたのは2021年から。この時
にコンタクトを取ったのが遠藤さんだっ
た。「ウェビナーに参加した際に知財セン
ターについて知り、ホームページを見て
ニッチトップ育成支援のことを知ったの
です。無料ですし、支援の内容も素晴ら
しいので、会社のみんなにも相談して支

光が射すように知財の知識が行き渡り
次の世代の躍動へとつながっていく
自然光を導くように取り込んで照明として活用し
省エネを実現する「光ダクト」などのシステムを開発。
人にも地球にもやさしいサステナブルな技術は、
太陽の恵みを、人々の営みを育む新しい光空間につなげている。
また、東京都立産業技術研究センターと連携を行うなど
その卓越した開発力が、明日の社会に光をもたらそうとしている。

援を受けることにしました」
　これに新井社長が続けた。「以前に外国
特許出願費用助成事業を活用したことは
ありましたが、しっかりと知財について
学ぶ機会は初めてでした。それまでは私
一人が知財担当だったようなものですし、
とても良いチャンスだと感じましたね。
社員の提案資料もよくまとまっていて、
即断で許可したことを覚えています」

　ニッチトップ育成支援ではセミナーを
17回開催するなど、内容の濃いサポート
が行われた。「すごい数でしたね。おかげ
さまで社員の知財レベルがかなり上がっ
たと思います」と目を細める新井社長。
　遠藤さんは「セミナーの内容は、知財
センターのアドバイザーから『こういう
内容はどうでしょうか』という提案もあ
り、それで続けていったらいつの間にか
17回になっていました」と語り楽しそう
に笑った。また、新井社長は「途中で質

問した内容のいくつかが次のセミナーの
話題に入ってくるので、とても分かりや
すかったですね。技術系のメンバーにも
好評でした」と続けた。
　ニッチトップ育成支援の社内リーダー
だった小出さんは「内容を当社に合わせ
てもらいましたね。疑問が生じた時には
すぐに気軽に尋ねることができましたし、
知財センターのアドバイザーはレスポン
スが早いので助かりました」と語った。

　ニッチトップ育成支援期間中には、社
員が自発的に特許を出願したものもある。
トップライトや光ダクトの光を特殊装置
で拡散し、木漏れ日のような光模様を演
出する「スカイシャワー」という自然採光
製品で、新しく光を揺らす方法を発案し
たのである。遠藤さんたちと一緒に取り
組んだ小出さんは「展示会に出展するた
めにいろいろと準備や工夫を重ねていて、
アイデアが生まれました。私は社内で開

発に携わる技術スタッフではないので、
それまで特許のアイデアの部分から関わ
ることはありませんでした。でも、こう
いうことが発明につながるんだと驚きま
したし、うれしかったですね」と語った。

　光が射し、行き渡っていくかのように、
知財について学んだ成果がすでに表れて
いる。小出さんが続けて語ったのはニッ
チトップ育成支援で得た知識を、実際に
自分たちで使ったという経験だ。「知財セ
ンターのアドバイザーから、私たちが発
明のアイデアを持っていたことを証明す
るために、公証人役場で手続きして確定
させるという方法を学んでいました。共

同で展示会を主催していた会社とも書類
を交わすなど、自分たちで特許を出願す
るという以外のことまで自力でできたこ
とは、大きな自信になりました」
　遠藤さんも「新会社でコンサルティン
グを行う時に、ある会社に『開発したも
のを展示会に出すと新規性が失われます
から、特許出願を考えられた方がいいで
すよ』とさらっと言えました。知財セン
ターとのやり取りの中で自然に身に付い
たことでしょうけれど、その言葉を口に
している自分にも驚きました」と語った。
光をつなげるかのように、他社にも知財
の知識を届けている。
　新たな場所に光を届ける「光ダクト」の
技術があるように、次の世代に光を届け
ることを何よりも喜ぶように新井社長の
笑顔が柔らかく輝いていた。

穏やかな太陽の恵みを
人々の大切な空間へ届ける

社員たちが力を合わせて
自発的に特許を出願

ニッチトップ育成支援を通して人材を育成するとともに、知財と経営と
の関わりを強化することもできました。事業の継続が難しくなった部分
はありますが、知財担当者が会社に残ること、社長も技術者として採光
事業に関わることなどもあり、今後もニッチトップ育成支援の経験を活
かして歩み続けていただきたいと思います。　　担当：山下アドバイザー

事業に変化はあっても知財の学びで得たことは不変
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知財に関するアドバイザーの
レスポンスが早かった

特許に関する新規性の話も
さらっとできるほど成長した

知財
センター
から

取材：2024年12月

社員からボトムアップで
上がってきた提案を即決

窓のない部屋や下層階などにも太陽の光を届けることのできる「光ダクト」。自然光を反射の連続で運ぶ採光
システムである。

取締役社長：新井 秀雄さん（右）
工業製品事業部：小出 寛子さん（中）
株式会社AYLE 代表取締役：遠藤 真紀子さん（左）

太陽光を効率的に取り込む「光フィルター」。室内
全体に陽射しを拡散する採光装置である。

自然光を拡散させ、木漏れ日のような穏やかな空間
を演出する「スカイシャワー」。他にはない空間創造
の可能性を広げる。

同社の技術を紹介しているツール。人は自然光など自然を感じら
れる環境にいると、幸福度や生産性、創造性が向上するという
データも紹介している。
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